
経営学基礎：環境と戦略 ― 経営倫理と多角的アプローチの統合 

エグゼクティブ・サマリー 
本資料は、慶應義塾大学商学部の梅津光弘教授による「経営学基礎――環境と戦略」の導入講
義を基に、経営学の本質、経営倫理学の変遷、および現代の経営に求められる多角的な視点を

まとめたものである。主な要点は以下の通りである。 
●​ 経営学の全体像と入門の難しさ:  経営学は理論、実践、制度、歴史、事例など多岐にわ

たる側面を持つ。企業経験のない初心者に対して、その全体像を概説することは学問的

に最も困難な挑戦の一つである。 
●​ 経営倫理学の再定義:  かつて「胡散臭い」とされた企業倫理学は、現代ではコンプライア

ンス、CSR（企業の社会的責任）、サステナビリティ（持続可能生）といった概念として企業
の根幹に定着している。 

●​ 複眼的な「ディシプリン」の必要性:  現代の経営学は経済学や統計学のみならず、心理
学、歴史学、法学、さらには理工学的な先端技術（AI、ビッグデータ等）までを取り込んだ
「複眼的なアプローチ」を必要としている。 

●​ 理論と実践の補完関係:  学問（理論）は「地図」であり、実践（経験）は「歩むこと」である。
実務経験がなくとも、理論という客観的な枠組みを持つことは、複雑な現代社会において

効率的かつ確実に目的へ到達するために不可欠である。 

1. 経営学の目的と入門教育の視点 
経営学の入門コースは、基礎知識を持たない学生に対し、経営学の全体像（理論、実践、制度、

歴史、事例）を俯瞰させることを目的としている。 
●​ 教育上の課題:  企業での実務経験や経営経験がない者にとって、経営学の概念は直感

的に理解しにくい。そのため、入門教育は単なる知識の伝達ではなく、興味を喚起し、理

解を促す「導入」としての役割が重視される。 
●​ 講義の特色:  従来の商学的な背景のみならず、哲学・倫理学という人文科学的な背景

（ディシプリン）から経営を捉え直す点に独自性がある。 

2. 経営倫理学の変遷と現代的意義 
経営倫理学（ビジネス・エシックス）は、日本において大きな意識変革を経てきた分野である。 

2.1 過去の偏見と「逆風」の時代 

1992年頃の日本社会において、企業倫理学は「胡散臭い学問」と見なされる傾向があった。その
背景には以下の先入観が存在していた。 

●​ 「儲け」と「倫理」の二項対立:  経営の最終目的は利益追求であり、倫理や道徳にこだわ
れば競争に負け、会社は潰れるという過酷な競争観。 

●​ 利他主義への不信:  「生き馬の目を抜く」ビジネスの世界において、倫理を説くことは机
上の空論であるという認識。 

2.2 概念の普及と制度化 

現在では、倫理的な視点は企業の不可欠な機能として、以下のような名称や部署で一般化して

いる。 
●​ コンプライアンス（法令遵守）:  企業社会で最もポピュラーな概念となり、多くの企業に統

括部署が設置されている。 
●​ CSR（企業の社会的責任）:  企業が社会に対して負う責任を研究・実践する分野。 



●​ サステナビリティ（持続可能性）:  環境との関係性を含め、長期的な存続を目指す推進部
を設ける企業が増加している。 

3. 経営学における多角的ディシプリン（学問的規律） 
経営学は、単一の学問分野ではなく、多様な「ディシプリン（訓練・学問分野）」が交差する領域で

ある。教授は、経営を複雑で複眼的な対象と捉え、以下の分野からのアプローチを推奨してい

る。| 分野 | 経営学への寄与・役割 || ------ | ------ || 経済学・統計学 | 数学や数字を用いた実証
的な調査。客観的なデータに基づいた説得力のある分析を提供する。 || 心理学 | 行動経済学な
どに通じる、人間の非論理的・感情的な行動パターンの理解。 || 会計学 | 企業の経営状態（売
上、経費、税金等）を金銭的な側面からテクニカルに分析する。 || 歴史学 | 制度や伝統の経緯を
たどり、過去の知恵から新たなインサイトを得る。 || 法学 | 市場経済の基本構造である法律、規
制、社内ルール、国際的な貿易ルールの把握。 || 工学・情報学 | AI、ロボット、ビッグデータ等の
先端技術。21世紀の経営において不可欠な基盤となっている。 | 

4. 学問（理論）と実践の相関：地図のメタファー 
「経営経験のない学者が経営を教えられるのか」という批判に対し、本資料の基礎となる講義で

は「理論と実践の役割の違い」を明確に示している。 
●​ 理論（学問）＝「地図」: 
●​ 空から俯瞰した客観的な模式図であり、現実そのものではない。 
●​ 未知の場所へ行く際、道に迷って時間とエネルギーを浪費するのを防ぐ「知識の枠組み」

である。 
●​ 緯度・経度のように、客観的な座標軸を提供する。 
●​ 実践（実務）＝「実際に道を辿ること」: 
●​ 個別の状況（ラーメン屋の角を曲がる等のローカルな知識）に対応する「実践知」。 
●​ 松下幸之助のような偉大な経営者は、学問的背景がなくとも実践の中で卓越した成果を

上げたが、それは理論を否定するものではない。結論:  忙しい実務の中では「自分たち
が何をやっているのか」「何が理にかなっているのか」を見失いやすい。その際、学問的

な知見（理論的な知識）に立ち返ることは、経営を正しく導くための不可欠な指針となる。 
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